
（ 1 ）　　第１７５号  ２０１７年（平成２９年）９月１５日珠 算 お か や ま

　

岡
山
県
支
部
通
常
総
会
が
常
任

委
員
会
の
後
、
開
催
さ
れ
た
。

司
会
開
会
の
こ
と
ば

支
部
長
の
あ
い
さ
つ

表
彰
（
敬
称
略
）

★
本
部
表
彰

【
役
職
勤
務
表
彰
】（
支
部
長
二
年
）

　
　
　
　
　

梅
川　

博
之（
美
咲
）

【
永
年
在
籍
】

五
十
五
年　

笹
川　

重
則（
新
見
）

　
　
　
　
　

杉
本　

節
夫（
新
見
）

五
十
年　
　

問
田　

基
義（
備
南
）

　
　
　
　
　

金
光
千
代
子（
矢
掛
）

四
十
年　
　

佐
藤　

正
代（
備
南
）

　
　
　
　
　

岡
本　

静
子（
東
備
）

　
　
　
　
　

羽
原　

律
子（
岡
山
）

【
事
業
優
積
】

　

検
定
二
、〇
〇
〇
名
以
上

　
　
　
　
　

平
上　
　

博（
賀
陽
）

　
　
　

一
、〇
〇
〇
名
以
上

　
　
　
　
　

中
野　

榮
二（
吉
備
）

　
　
　
　
　

川
口　

久
子（
備
南
）

　
　
　
　
　

羽
原　

律
子（
岡
山
）

　
　
　
　
　

吉
田　

弘
芳（
倉
敷
）

　
　
　
　
　

三
宅　

秀
子（
岡
山
）

★
支
部
表
彰

【
永
年
在
籍
】

十
年　
　
　

秋
元　

朋
子（
岡
山
）

　
　
　
　
　

行
正
も
と
子（
備
前
）

 

以
上

　

本
部
参
与
問
田
先
生
よ
り
祝
詞

を
頂
い
た

正
副
議
長
選
出

　

議
長　
　

嘉
数　

秀
彦（
邑
久
）

　

副
議
長　

豊
田　

澄
子（
津
山
）

　

書
記　
　

若
林　

秀
実（
岡
山
）

　

議
事
録
署
名
人

　
　
　
　
　

土
井
原
光
子（
岡
山
）

　
　
　
　
　

問
田　

隆
大（
備
南
）

定
数
報
告

 

出
席
者　

四
十
四
名

 

委
任
状　

四
十
五
名

　

正
会
員
数
九
十
一
名
の
過
半
数

に
達
し
て
い
る
の
で
総
会
が
成
立

す
る
こ
と
を
報
告
。

【
議
事
】

第
一
号
議
案

　

平
成
二
十
八
年
度
事
業
報
告
並

び
に
収
支
決
算
報
告

　

事
業
報
告

 

尾
﨑
祈
生
子　

支
部
長　

　

収
支
決
算
報
告

 

池
上　

修
生　

会
計
担
当

　

監
査
報
告

　
　
　

 

落
合　

正
治
監
査
委
員
に

よ
り
適
正
で
あ
っ
た
と
報

告
。 

〔
承
認
〕

第
二
号
議
案

　

平
成
二
十
九
年
度
事
業
計
画
並

び
に
収
支
予
算
報
告
。

　

事
業
報
告

 

尾
﨑
祈
生
子　

支
部
長　

　

収
支
予
算
書

 

池
上　

修
生　

会
計
担
当

 

〔
承
認
〕

そ
の
他

　

 

検
定
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
構
成

に
つ
い
て
質
問
が
あ
っ
た
が
、

今
期
は
現
状
通
り
と
し
、
次
期

役
員
改
選
時
に
再
度
検
討
す
る

こ
と
と
し
た
。

閉
会
の
あ
い
さ
つ

おめでとうございます

常
任
委
員
会

　
　
　
　
平
成
二
十
九
年
七
月
十
六
日（
日
）
10
時
～
15
時
30
分�

於�

岡
山
県
珠
算
会
館

常
任
委
員
会·

地
区
長
連
絡
会 

開
催

　小学３年生まで参加できます
日時　平成29年10月９日（月）
場所　岡山県生涯学習センター

岡山県ちびっ子
� そろばん大会開催 全日本通信珠算競技大会

　日時　平成29年10月15日（日）
岡山県通信暗算競技大会
　日時　平成29年11月27日（月）
  ～12月３日（日）

各種通信競技大会のご案内

出
席
者
（
敬
称
略
）

　

尾
﨑
・
中
野
（
榮
）・
池
上

　

若
林
・
西
本
・
岡
本
・
金
光

　

秋
元
・
山
本
・
落
合
・
嘉
数

　

羽
原
・
山
野
・
豊
田
・
問
田
（
隆
）

　

松
本
・
成
本
・
田
辺
・
亀
山

　

平
上
（
博
）・
繁
森
・
遠
藤

　

吉
田

【
合
同
会
議
】
午
前
の
部

○
支
部
長
あ
い
さ
つ

　

 

７
月
よ
り
任
期
２
年
間
、
各
自

の
持
論
を
発
言
し
な
が
ら
そ
れ

ぞ
れ
の
職
務
に
取
り
組
ん
で
い

た
だ
き
た
い
。

○
本
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

・ 

第
二
十
九
回
日
本
小
・
中
・
高
校

生
そ
ろ
ば
ん
訪
米
使
節
団
の
件

　
　

 

新
見
地
区
の
杉
本
珠
算
学
院

の
塾
生
、横
山
春
香
さ
ん
が
申

し
込
ま
れ
選
ば
れ
ま
し
た
。

・
新
・
フ
ラ
ッ
シ
ュ
暗
算
検
定
の
件

　
　

 

本
部
か
ら
の
『
新
・
フ
ラ
ッ

シ
ュ
暗
算
検
定
試
験
概
要
』

に
つ
い
て
ど
う
取
り
扱
う
か

常
任
委
員
会
及
び
地
区
長
連

絡
会
で
話
し
合
っ
て
い
た
だ

き
た
い
。

○
各
執
行
部
か
ら
の
報
告

　

総
務
会
計

　
　

 

地
区
長
会
へ
月
別
報
告
の
提

出
の
お
願
い
。

　
　

 

監
査
会
七
月
十
四
日
（
金
）

実
施
（
落
合
・
嘉
数
両
監
査

委
員
）
現
金･

帳
簿
等
正
確

で
あ
る
と
の
旨
報
告
。

　

研
修
・
学
体
部

　

・ 

八
月
二
十
六
日
・
二
十
七
日

『
や
ま
幸
』
に
お
い
て
の
講

習
会
準
備
報
告
。

　
　

 

パ
ネ
ラ
ー
は
豊
田
澄
子
先

生
、
平
上
博
先
生
、
河
相
睦

美
先
生
、
則
武
雅
美
先
生
。

　

・ 

小
学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
そ
ろ
ば

ん
指
導
講
師
派
遣
要
請
書
送

付
に
つ
い
て
九
月
発
送
予
定
。

　

広
報
部

　

・ 

五
月
「
珠
算
お
か
や
ま
」
発

行
済
み
。

　

・ 

九
月
「
珠
算
お
か
や
ま
」
準

備
報
告
。

　

検
定
・
競
技
部

　

・ 

検
定
試
験
の
追
加
申
し
込
み

期
限
は
一
週
間
ま
で
と
す
る

（
受
験
者
を
増
や
し
て
頂
く

た
め
）。

　

・ 

段
位
試
験
施
行
に
は
珠
算
教

育
士
有
資
格
者
二
名
を
必
要

と
す
る
。

　

・ 

再
度
確
認
し
二
名
に
満
た
な

い
場
合
は
近
隣
の
会
場
で
の

受
験
を
依
頼
す
る
こ
と
。

　

・ 

受
験
申
込
書
の
送
付
準
備
報
告

　

・ 

岡
山
県
珠
算
競
技
大
会
の
報

告
及
び
中
国
五
県
珠
算
選
手

権
大
会
に
つ
い
て
。

【
常
任
委
員
会
】

　

司
会
進
行　

尾
﨑
支
部
長

　

①
新
入
会
員
の
承
認
に
つ
い
て

 

（
敬
称
略
）

　
　

繁
森　

千
恵
（
東
備
）
三
号

　
　

大
﨑　

奈
々
（
美
咲
）
三
号

 

承
認

　

②
退
会
者
報
告
（
敬
称
略
）

 

木
村　

吉
成
（
岡
山
）

 

林　
　

恵
子
（
岡
山
）

　

③
講
師
派
遣
に
つ
い
て

　
　

 

山
陽
カ
ル
チ
ャ
ー
文
化
セ
ン

タ
ー
及
び
南
区
灘
崎
町
片
岡

の
公
民
館
で
の
指
導
者
を
募

る
と
の
依
頼
あ
り
。
し
か
し

常
任
委
員
会
の
承
認
後
の
対

応
で
は
遅
す
ぎ
る
の
で
、
今

後
、
速
や
か
に
対
処
す
る
為

に
、
総
務
で
判
断
し
て
対
応

す
る
。 

〔
承
認
〕

　

④ 

ト
イ
レ
改
修
に
つ
い
て
は
見

送
り
と
す
る
。 

〔
承
認
〕

　

⑤ 

梅
川
先
生
の
支
部
参
与
辞
退

を
報
告
。 

〔
承
認
〕

　

⑥ 

新
・
フ
ラ
ッ
シ
ュ
暗
算
検
定

試
験
に
つ
い
て

　
　
　
施
行
に
つ
い
て
の
問
題
提
起

　
　
　
　

 

パ
ソ
コ
ン
を
持
っ
て
い

な
い
。

　
　
　
　

 

操
作
方
法
が
わ
か
ら
な

い
。

　
　
　

 

解
決
策
と
し
て
、
操
作
方

法
の
講
習
会
を
し
て
は
ど

う
か
。

　
　
　

 

合
格
証
書
の
発
行
は
支
部

単
位
で
行
う
こ
と
と
す

る
。 

〔
承
認
〕

　

⑦
試
験
会
場
に
つ
い
て

　
　

 

検
定
委
員
会
で
各
地
区
よ
り

提
出
さ
れ
た
試
験
会
場
を
確

認
す
る
。
そ
の
後
、
試
験
会

場
と
し
て
登
録
す
る
こ
と
を

各
地
区
へ
連
絡
す
る
。

 

〔
承
認
〕

　

⑧ 

岡
山
県
珠
算
競
技
大
会
の
開

催
日
に
つ
い
て

　
　
　

 

平
成
三
十
年
四
月
二
十
九

日
（
日
）
に
岡
山
市
立
吉

備
公
民
館
で
開
催
予
定
。

 

〔
承
認
〕

【
地
区
長
連
絡
会
・
合
同
会
議
】

・
小
学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
件

　

 

会
員
の
高
齢
化
に
よ
り
大
変
な

面
も
あ
る
と
い
う
意
見
が
で
た

　

通
常
総
会
の
前
、
十
一
時
～
十

二
時
迄
常
任
委
員
会
が
開
か
れ
た

　

出
席
者
（
敬
称
略
）

　
　

尾
﨑
・
中
野
（
榮
）・
池
上

　
　

若
林
・
西
本
・
中
野
（
智
）

　
　

岡
本
・
金
光
・
山
本
・
秋
元

　
　

嘉
数

○
開
会
の
こ
と
ば

○ 

総
会
の
役
割
分
担
及
び
議
事
進

行
の
確
認

○
各
執
行
部
か
ら
の
報
告

　

研
修
部
よ
り

　
　

 

講
習
会
準
備
報
告
と
進
行
の

確
認

　

広
報
部
よ
り

　
　

 「
珠
算
お
か
や
ま
」発
行
準
備

　

検
定
競
技
部
よ
り

　

・ 

岡
山
県
珠
算
競
技
大
会
（
四

月
二
十
九
日
開
催
）
は
吉
備

公
民
館
に
て
行
う
予
定
で

あ
っ
た
が
祝
日
で
休
館
の
為

使
用
出
来
な
い
。
岡
山
県
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
を
予
定
。

　

・ 

毎
年
一
月
に
実
施
し
て
い
た

段
位
審
査
の
実
施
時
期
は
未

定
。

○
そ
の
他

　

・ 

山
陽
新
聞
ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
の

広
告
デ
ザ
イ
ン
及
び
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
の
内
容
変
更
を

考
え
て
は
ど
う
か
と
い
う
意

見
あ
り
。

　

・ 

フ
ラ
ッ
シ
ュ
暗
算
検
定
は
現

在
、
総
務
部
が
管
理
し
て
い

る
が
検
定
競
技
部
が
す
べ

き
。
合
格
証
も
同
様
と
い
う

意
見
あ
り
。

　

・ 

岡
山
県
珠
算
競
技
大
会
の
役

員
に
つ
い
て
は
継
続
し
て
地

区
長
他
、
引
率
の
先
生
方
に

お
願
い
す
る
事
。

 

承
認
さ
れ
る
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が
若
年
層
の
先
生
方
中
心
に
頑

張
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
の
結

論
に
至
っ
た
。

・ 

岡
山
県
珠
算
競
技
大
会
の
手
伝

い
に
つ
い
て

　

 

県
大
会
に
お
け
る
地
区
長
へ
の

役
員
要
請
の
文
章
が
送
ら
れ
た

経
緯
が
知
り
た
い
、
と
い
う
質

問
に
対
し
、
競
技
部
よ
り
、
今

ま
で
は
い
つ
も
岡
山
地
区
へ
依

頼
し
て
い
た
が
参
加
人
数
が
増

え
た
こ
と
や
塾
対
抗
競
技
へ
の

参
加
チ
ー
ム
が
増
え
た
為
で
あ

る
。
平
成
二
十
九
年
度
一
月
の

合
同
連
絡
会
で
依
頼
し
て
い

る
。
今
後
常
任
委
員
会
に
て
承

認
を
得
る　

と
回
答
。

・ 

新
・
フ
ラ
ッ
シ
ュ
暗
算
検
定
試

験
に
つ
い
て

　

 

パ
ソ
コ
ン
を
取
り
入
れ
て
い
な

い
、
パ
ソ
コ
ン
は
あ
る
が
フ

ラ
ッ
シ
ュ
検
定
を
実
施
し
て
い

な
い
先
生
も
多
く
段
位
検
定
の

実
施
は
難
し
い
と
、
地
区
長
会

か
ら
の
報
告
。

平成29年8月26日（土）13時～15時� 於��瀬戸大橋温泉 やま幸

支 部 通 常 総 会

本部からのお知らせ

○平成27年度～28年度（期間２年間）
　　 若年層会員（50歳未満入会者）本部会

費70％カット

○引き続き平成29年度重点施策・若年・
　若年層会員助成の件
　　 平成29年度～30年度（期間２年間）

70％カット
　　※ 平成29・30年度に入会された会員が

対象となります。（入会後５年未経
過で退会の場合は、助成金の返還を
しなければなりません。）

新入会員増加対策

岡山県より理事長　誕生‼

平 上　一 孝 先生
この度平上一孝先生が
公益社団法人全国珠算教育連盟理事長
に就任されました。



（ 2 ）　　第１７５号  ２０１７年（平成２９年）９月１５日珠 算 お か や ま

講習第１日目 濱子先生を囲んで

第２日目 パネルディスカッションパネラーの４人の先生

横山　春香さん

第
三
七
九
回
・
第
三
八
〇
回
準
参
段
以
上
検
定
昇
段
者

合
格
お
め
で
と
う
‼

第
三
七
九
回
（
珠
算
）

　

五
段　

安
信　

康
心
（
吉
備
）

準
四
段　

髙
林　

夏
鈴
（
備
南
）

　
　
　
　

茨
木　

彩
心
（
岡
山
）

　
　
　
　

前
谷　

咲
花
（
新
見
）

　

参
段　

河
内　

琳
香
（
吉
備
）

　
　
　
　

平
島　

遼
成
（
美
咲
）

　
　
　
　

山
本　
　

凪
（
東
備
）

　
　
　
　

影
山　

汀
紗
（
高
梁
）

　
　
　
　

和
田　

唯
海
（
吉
備
）

準
参
段　

藤
原　

里
咲
（
東
備
）

　
　
　
　

谷
沢
望
々
花
（
岡
山
）

　
　
　
　

下
村　

祐
太
（
東
備
）

第
三
七
九
回
（
暗
算
）

　

八
段　

神
原　
　

稜
（
東
備
）

　

七
段　

藤
井　

美
有
（
岡
山
）

　

六
段　

植
田　
　

海
（
津
山
）

　
　
　
　

下
村　

祐
太
（
東
備
）

　

四
段　

藤
野　

由
子
（
東
備
）

準
四
段　

近
藤　
　

愛
（
津
山
）

　

参
段　

矢
鳴　

大
輝
（
高
梁
）

　
　
　
　

山
本　
　

凪
（
東
備
）

　
　
　
　

槙
野　

凱
一
（
高
梁
）

　
　
　
　

京
嶋　

紗
夕
（
岡
山
）

　
　
　
　

吉
村　

徹
真
（
東
備
）

準
参
段　

松
本　

朋
也
（
井
原
）

　
　
　
　

近
藤　

大
輝
（
津
山
）

　
　
　
　

仲
岡　

優
大
（
高
梁
）

　
　
　
　

人
見　

友
理
（
岡
山
）

　
　
　
　

安
田
未
乃
里
（
備
南
）

　
　
　
　

岸
田
明
美
花
（
備
南
）

第
三
八
〇
回
（
珠
算
）

　

六
段　

柏
井　

駿
介
（
岡
山
）

準
六
段　

横
山　

春
香
（
新
見
）

準
五
段　

品
川　

七
海
（
新
見
）

　
　
　
　

寺
元　

智
政
（
岡
山
）

　

四
段　

池
田　

慎
平
（
岡
山
）

　
　
　
　

長
尾　

健
汰
（
吉
備
）

　
　
　
　

茨
木　

彩
心
（
岡
山
）

　
　
　
　

前
谷　

咲
花
（
新
見
）

準
四
段　

洲
脇　

実
優
（
備
南
）

　

参
段　

植
田　
　

海
（
津
山
）

準
参
段　

神
原　
　

稜
（
東
備
）

　
　
　
　

妹
尾　

若
奈
（
矢
掛
）

　
　
　
　

伊
達　

美
宏
（
備
南
）

第
三
八
〇
回
（
暗
算
）

　

九
段　

平
田　

翔
真
（
吉
備
）

　

七
段　

井
上　

未
久
（
津
山
）

　
　
　
　

阿
部　
　

恵
（
吉
備
）

準
六
段　

茨
木　

彩
心
（
岡
山
）

　

五
段　

宮
原　

鴻
志
（
東
備
）

　
　
　
　

岩
野　

侑
輝
（
美
咲
）

準
五
段　

難
波　

有
里
（
東
備
）

　
　
　
　

藤
原　

陽
葵
（
賀
陽
）

　

四
段　

平
島　

遼
成
（
美
咲
）

　
　
　
　

山
本　
　

凪
（
東
備
）

準
四
段　

仲
岡　

優
大
（
高
梁
）

　

参
段　

藤
原　

里
咲
（
東
備
）

　
　
　
　

平
島　

颯
菜
（
美
咲
）

　
　
　
　

石
戸　

昇
真
（
美
咲
）

準
参
段　

伊
達　

美
宏
（
備
南
）

　
　
　
　

松
本　

菜
那
（
美
咲
）

　

今
年
の
夏
は
と
て
も
暑
か
っ
た

で
す
ね
。
研
修
会
、
総
会
等
、
先

生
方
お
疲
れ
様
で
し
た
。

　

新
学
期
も
始
ま
り
ま
し
た
。
子

ど
も
た
ち
と
ま
た
一
日
一
日
、
力

を
注
い
で
お
ら
れ
る
日
々
だ
と
思

い
ま
す
。
新
年
度
が
七
月
よ
り
ス

タ
ー
ト
し
、
各
執
行
部
も
そ
れ
ぞ

れ
気
持
ち
新
た
に
始
動
し
て
い
ま

す
。
私
た
ち
広
報
部
も
最
初
の
新

聞
発
行
と
な
り
、
戸
惑
い
も
あ
る

中
、
諸
先
輩
方
の
助
言
を
頂
き
な

が
ら
無
事
完
成
し
、
嬉
し
く
思
っ

て
い
ま
す
。年
三
回
の
新
聞
発
行
、

会
員
の
先
生
方
、
投
稿
の
ご
協
力

を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。 

（
Ａ
・
Ｔ
）

編
集
後
記

退

会

者

平
成
二
十
八
年
度
退
会
者

岡
山
地
区

　

木
村　

吉
成

岡
山
地
区

　

林　
　

恵
子

高
梁
地
区

　

中
田
ゆ
か
り
（
実
父
逝
去
）

　
　
　
　
　
（
平
成
二
十
九
年
五
月
）

賀
陽
地
区

　

平
上　

一
孝
（
実
母
逝
去
）

　
　
　
　
　
（
平
成
二
十
九
年
五
月
）

お

く

や

み

新

入

会

員

　

東
備
地
区

　

美
咲
地
区

繁森　千恵
（昭和46年生）

大﨑　奈々
（昭和54年生）

珠
算
指
導
者
講
習
会

平
成
二
十
九
年
八
月
二
十
六
日
（
土
）

会
場
　
瀬
戸
大
橋
温
泉
や
ま
幸

講
師
　
岡
山
地
方
気
象
台
　
次
長
　
濱
子
訓
志
先
生

演
題
　
大
雨
・
地
震
災
害
か
ら
身
を
守
る

八
月
二
十
六
日
（
土
）

　

通
常
総
会
の
後
二
時
間
、
濱
子
先

生
を
お
迎
え
し
四
十
五
名
が
受
講
し

た
。
先
生
の
お
話
と
共
に
ス
ク
リ
ー

ン
で
の
説
明
も
あ
り
、
と
て
も
解
り

や
す
く
講
演
し
て
頂
い
た
。

八
月
二
十
七
日
（
日
）

　

九
時
か
ら
十
二
時
迄
の
三
時
間

に
わ
た
り
、
四
名
の
パ
ネ
ラ
ー
を

含
む
三
十
八
名
の
参
加
者
で
初
め

て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が

開
催
さ
れ
た
。一
日
目
の
受
講
生
、

二
日
目
の
パ
ネ
ラ
ー
・
参
加
者
か

ら
感
想
を
頂
い
て
い
る
。

指
導
者
講
習
会
に
参
加
し
て

 

岡
山
地
区　

片
岡　

か
お
り

　

八
月
二
十
六
日
、
岡
山
気
象
台

濱
子
訓
志
様
の
お
話
を
伺
い
ま
し

た
。

　

最
近
、
日
本
で
も
大
雨
や
地
震

の
災
害
が
多
発
し
て
お
り
、
テ
レ

ビ
・
新
聞
な
ど
で
少
し
の
知
識
が

あ
る
も
の
の
、
自
分
が
実
際
体
験

を
し
て
い
な
い
の
で
全
て
が
あ
や

ふ
や
で
し
た
。
ど
う
や
っ
て
地
震

が
起
き
る
か
、
津
波
と
波
浪
の
違

い
、
大
雨
に
よ
る
災
害
な
ど
気
象

に
関
す
る
お
話
は
驚
く
も
の
ば
か

り
で
し
た
。

　

岡
山
は
災
害
が
少
な
い
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
日
頃
か

ら
通
塾
中
や
塾
に
い
る
時
に
何
か

起
き
た
ら･･･

と
い
う
不
安
は
正

直
あ
り
ま
し
た
。
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
な
ど
で
自
分
の
地
域
の
こ
と
を

も
っ
と
知
り
、
生
徒
の
身
を
守
る

と
い
う
こ
と
を
こ
の
講
習
で
改
め

て
考
え
な
い
と
い
け
な
い
と
感
じ

ま
し
た
。
知
識
を
も
っ
と
も
っ
と

増
や
し
、
生
徒
の
身
の
安
全
確
保

に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
生
徒
達
と
家
や

塾
内
で
の
災
害
時
の
避
難
な
ど
講

習
で
学
ん
だ
事
を
し
っ
か
り
と
話

し
合
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
ん
な
に
詳
し
く
気
象
の
お
話

を
聞
く
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
、

今
回
大
変
貴
重
な
お
話
を
聞
く
機

会
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

指
導
者
講
習
会
に
参
加
し
て

 

美
咲
地
区　

遠
藤　

眞
智
子

　

一
日
目
は
岡
山
地
方
気
象
台
次

長
濱
子
先
生
の
「
大
雨
、
地
震
災

害
か
ら
身
を
守
る
」
生
徒
の
集
会

時
に
対
す
る
災
害
対
応
に
つ
い
て

の
お
話
で
し
た
。
幸
い
に
し
て
私

の
住
ん
で
い
る
所
は
災
害
の
少
な

い
所
で
す
。
教
室
の
そ
ば
は
川
も

山
も
近
く
に
な
い
の
で
、
あ
ま
り

真
剣
に
考
え
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
今
回
の
お
話
の
中
で

「
自
然
に
対
し
て
謙
虚
に
」
と
言

わ
れ
ま
し
た
。
少
し
考
え
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。
一
度
生
徒
達
と
話
を

し
て
み
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
で
し
た
。
四
人
の
パ
ネ

ラ
ー
の
先
生
方
の
指
導
法
・
生

徒
・
保
護
者
の
対
応
に
つ
い
て
等

を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

普
段
は
他
の
地
区
の
先
生
方
の
教

室
の
様
子
や
指
導
法
な
ど
を
聞
く

地
区
だ
よ
り

機
会
は
あ
ま
り
な
い
の
で
、
大
変

勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
今
、
自
分

が
行
っ
て
い
る
指
導
法
を
見
直
し

て
い
く
こ
と
も
大
切
な
の
で
は
と

感
じ
る
こ
と
も
で
き
て
と
て
も
有

意
義
な
時
間
を
過
ご
せ
ま
し
た
。

　

最
後
に
今
回
二
日
間
研
修
部
の

先
生
方
を
は
じ
め
パ
ネ
ラ
ー
の
先

生
方
等
た
く
さ
ん
の
先
生
方
の
お

か
げ
で
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し

た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

指
導
者
講
習
会

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

�

に
参
加
し
て

 

賀
陽
地
区　

平
上　
　

博

　

今
回
、
研
修
部
よ
り
パ
ネ
ラ
ー

を
と
ご
依
頼
を
受
け
、
正
直
と
ま

ど
い
も
あ
り
、
私
の
様
な
未
熟
者

に
務
ま
る
か
な
と
思
い
ま
し
た

が
、
な
か
な
か
出
来
な
い
良
い
経

験
を
さ
せ
て
も
ら
え
る
と
、
感
謝

の
気
持
ち
で
お
引
き
受
け
致
し
ま

し
た
。

　

資
料
等
前
も
っ
て
用
意
は
せ
ず

に
と
の
事
で
し
た
の
で
本
当
に
ど

う
な
る
の
か
と
不
安
い
っ
ぱ
い
で

は
あ
り
ま
し
た
が
、
実
際
、
今
現

在
の
当
教
室
の
状
況
を
あ
り
の
ま

ま
お
伝
え
出
来
れ
ば
良
い
か
な
と

思
い
気
持
ち
を
切
り
替
え
ま
し

た
。

　

質
問
項
目
は
①
検
定
受
験
の
状

況
に
つ
い
て
②
指
導
法
に
つ
い
て

③
生
徒
・
保
護
者
の
対
応
に
つ
い

て
で
し
た
。
各
項
目
ご
と
に
細
か

く
質
問
を
受
け
答
え
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。
あ
り
の
ま
ま
を
お
伝
え

し
よ
う
と
思
っ
て
は
お
り
ま
し
た

が
な
か
な
か
う
ま
く
お
伝
え
す
る

事
が
出
来
ず
、
お
聴
き
頂
い
た
先

生
方
に
は
申
し
訳
な
い
気
持
ち
で

は
あ
り
ま
す
が
、
今
回
の
パ
ネ

ラ
ー
と
し
て
私
が
お
話
し
さ
せ
て

頂
い
た
内
容
が
少
し
で
も
ご
参
加

頂
い
た
先
生
に
今
後
各
教
室
で
の

授
業
で
参
考
に
な
る
事
が
あ
れ
ば

大
変
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
こ
の
様
な
機
会
を
頂
き
ま

し
た
研
修
部
、
ま
た
執
行
部
の
皆

様
に
は
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◆
岡
山
県
支
部
の
成
績
は
次
の
通
り

○
団
体
総
合
競
技

　
　
小
学
生
の
部

　
　
　

二
位　

若
潮
ス
ク
ー
ル

　
　
　

三
位　

則
武
珠
算
研
究
所

　
　
　

三
位　

光
速
算
ク
ラ
ブ

中
国
五
県
珠
算
選
手
権
大
会
開
催

日
　
時
　
平
成
二
十
九
年
八
月
二
十
日
（
日
）

　
　
　
　
午
前
八
時
二
十
分
開
会

　
　
於
　
広
島
市
　「
安
芸
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
」

主
　
催
　
公
益
社
団
法
人
　
全
国
珠
算
教
育
連
盟

　
　
　
　
中
国
地
方
連
合
会　

　
中
学
生
の
部

　
　
　

三
位　

若
潮
ス
ク
ー
ル

　
　
高
校
・
一
般
の
部

　
　
　

三
位　

若
潮
ス
ク
ー
ル

○
個
人
総
合
競
技

　
　
小
学
生
の
部

　
　
　

三
位　

藤
井　

宏
夢

　
　
　
　
　
　

平
田　

翔
真

　
　
　
　
　
　

寺
元　

智
政

　
　
高
校
・
一
般
の
部

　
　
　

三
位　

廣
石　

佳
穂

○
種
目
別
読
上
暗
算

　
　
　

三
位　

廣
石　

佳
穂

○
フ
ラ
ッ
シ
ュ
暗
算
競
技

　
　
　

三
位　

廣
石　

佳
穂

○
中
国
五
県
対
抗

　
　
　

三
位

　

私
に
と
っ
て
初
め
て
の
海
外
。

　

ア
メ
リ
カ
に
行
け
る
こ
と
が
決

ま
っ
て
か
ら
出
発
の
日
が
楽
し
み

で
仕
方
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

ア
メ
リ
カ
で
は
、
た
く
さ
ん
の

経
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
特
に
小
学
校
訪
問
は
、
私
に

と
っ
て
学
ぶ
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
し
た
。
私
は
英
語
が
話
せ
な

い
の
で
ど
う
や
っ
て
教
え
た
ら
い

い
の
か
、
と
考
え
ま
し
た
。
片
言

の
英
語
と
そ
ろ
ば
ん
を
使
っ
て
ど

う
に
か
教
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
で
も
、
や
っ
ぱ
り
英
語
は
話

せ
た
方
が
い
い
と
思
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
勉
強
し
た
い
で
す
。

　

ま
た
、
十
日
間
で
文
化
の
違
い

を
す
ご
く
体
感
し
ま
し
た
。
日
本

と
の
違
い
が
大
き
か
っ
た
の
は
食

事
で
す
。
小
学
校
訪
問
の
時
に
食

べ
た
給
食
も
、
日
本
の
給
食
と
は

全
然
違
い
ま
し
た
。
食
べ
る
も
の

も
違
い
ま
す
が
、
ア
メ
リ
カ
の
食

べ
物
は
と
に
か
く
量
が
多
く
、
ほ

ぼ
完
食
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

私
と
一
緒
に
訪
米
団
に
参
加
し

た
人
た
ち
は
、
す
ご
く
そ
ろ
ば
ん

が
上
手
で
、
い
い
刺
激
を
も
ら
い

ま
し
た
。
み
ん
な
暗
算
が
す
ご
く

て
、
私
も
も
っ
と
練
習
し
な
い
と

い
け
な
い
な
、
と
思
い
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
訪
米
団
に
参
加
す
る

こ
と
が
で
き
て
本
当
に
幸
せ
に

思
っ
て
い
ま
す
。
高
校
生
の
時
に

こ
ん
な
経
験
は
な
か
な
か
で
き
な

い
の
で
両
親
、
そ
ろ
ば
ん
の
先
生

に
は
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い

で
す
。
こ
の
十
日
間
で
得
た
も
の

を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

第
二
十
九
回
　
日
本
小
・
中
・
高
校
生
　
そ
ろ
ば
ん
訪
米
使
節
団
を
終
え
て


